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同
小
委
員
会
は
、
電
気
ト

ラ
ッ
ク
等
次
世
代
環
境
対
応

ト
ラ
ッ
ク
や
自
動
運
転
等
新

技
術
の
動
向
把
握
と
会
員
事

業
者
へ
の
情
報
提
供
、
ま
た

新
技
術
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
、

導
入
し
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
意
見
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
令
和
３
年

度
に
新
設
さ
れ
た
。

　

今
年
度
初
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
同
小
委
員
会
５
年

度
事
業
活
動
に
基
づ
き
、
次

世
代
車
両
と
し
て
今
後
の
普

及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｃ

Ｅ
Ｖ
の
見
学
会
・
研
修
会
を

実
施
。
ま
た
、
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
の

普
及
を
後
押
し
す
る
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
学
を
実
施

し
た
。

　

豊
洲
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

見
学
会
に
続
い
て
開
催
さ
れ

た
第
５
回
小
委
員
会
で
は
、

い
す
ゞ
自
動
車
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
戦
略
部
門
執
行

役
員
の
古
川
和
成
氏
に
よ
る

講
演
「
商
用
車
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
」が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
今
回
見
学
し

た
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
小
型
ト
ラ
ッ
ク

の
特
徴
や
利
用
者
の
声
と
あ

わ
せ
て
、
同
社
に
お
け
る
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ

Ｎ
）
化
に
向
け
た
次
世
代
車

両
開
発
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

①
小
型
領
域

　
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
」
で
掲
げ
ら
れ

て
い
る
、
車
両
総
重
量
８
㌧

以
下
の
小
型
商
用
車
に
対
す

る
Ｃ
Ｎ
化
政
府
目
標
（
２
０

３
０
年
ま
で
に
新
車
販
売
で

電
動
車
20
〜
30
％
）
の
実
現

に
向
け
、小
型
ト
ラ
ッ
ク
「
エ

ル
フ
」
ク
ラ
ス
を
中
心
に
開

発
を
実
施
。
Ｂ
Ｅ
Ｖ
（
バ
ッ

テ
リ
ー
式
電
気
自
動
車
）
お

よ
び
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
の
開
発
を
進

め
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
は
５
年
度
か
ら

市
場
投
入
を
開
始
。
都
市
内

の
近
距
離
配
送
車
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
想
定
し
、
今

後
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
は
、
４
年
度
か

ら
福
島
県
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
の
配
送
を
行
う

実
証
走
行
を
開
始
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、「
ジ
ャ
パ
ン
モ

ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０
２
３

（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
２
０
２
３
）」
で
バ

ッ
テ
リ
ー
交
換
式
Ｅ
Ｖ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｅ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｎ

ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
」
を
初
め
て
公
開

し
た
。

②
大
型
領
域

　

大
型
車
は
１
日
あ
た
り
の

航
続
距
離
に
幅
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
は
４
０
０

㌔
㍍
以
下
を
Ｂ
Ｅ
Ｖ
、
５
５

０
〜
６
０
０
㌔
㍍
を
Ｆ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
と
想
定
す
る
ほ
か
、
４
０

０
〜
５
５
０
㌔
㍍
の
場
合
は

Ｂ
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
の
両
方

の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
技
術
進
展
や
イ
ン
フ

ラ
動
向
を
注
視
し
決
め
て
い

く
。
な
お
、
Ｊ
Ｍ
Ｓ
２
０
２
３
で
は
、

９
年
度
の
市
場
導
入
に
向
け
て
昨
年
12

月
に
モ
ニ
タ
ー
走
行
を
開
始
し
た
、
同

社
と
本
田
技
研
工
業
㈱
の
共
同
研
究
に

よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
ト
ラ
ッ
ク

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ 

Ｆ
Ｕ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
」
を

公
開
し
て
い

る
。

　

同
社
で
は
、

Ｃ
Ｎ
実
現
に

向
け
て
積
極

的
に
挑
戦
し
、

量
産
を
見
据

え
た
Ｃ
Ｎ
車

両
の
開
発
を

強
力
に
推
進
。

一
方
で
、
内

燃
機
関
が
継

続
的
に
必
要

と
さ
れ
る
場

合
も
想
定
し
、

Ｃ
Ｎ
燃
料
普

及
期
に
備
え

て
、
低
炭
素

で
か
つ
高
性

能
な
内
燃
機

関
の
開
発
も

継
続
し
て
進

め
て
い
く
と
し

て
い
る（
図
）。

　

第
５
回
小
委
員
会
の
開
催

に
先
立
ち
、
東
京
ガ
ス
㈱
が

運
営
す
る
「
豊
洲
水
素
ス
テ

　

豊
洲
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
４
か
所
目
と
な
る
同
社

の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
令
和
元
年
12
月
に
運
営

を
開
始
し
た
。
同
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で

都
市
ガ
ス
や
液
化
石
油
ガ
ス

（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
等
か
ら
水
素
を

製
造
す
る
と
い
う
「
オ
ン
サ

イ
ト
方
式
」
を
採
用
し
て
い

る
。

　

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
燃
料
電
池
バ
ス（
Ｆ
Ｃ
バ
ス
）

対
応

　

日
本
初
と
な
る
、
Ｆ
Ｃ
バ

ス
の
大
規
模
受
け
入
れ
可
能

な
オ
ン
サ
イ
ト
方
式
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

②
稼
働
安
定
性

　

主
要
設
備
（
圧
縮
機
、
蓄

圧
器
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
）

を
二
重
化

ー
シ
ョ
ン
」
の
見
学
会
を
実

施
し
た
。

　

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

③
脱
炭
素
化
を
志
向

　

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
供
給

す
る
水
素
は
、
全
量
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
都
市
ガ
ス

を
用
い
て
製
造
。
ま
た
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
電
力
は
、

実
質
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
を
使
用

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で
製
造

さ
れ
た
水
素
は
、
圧
縮
、
蓄

圧
と
い
う
工
程
を
経
て
、
冷

凍
機
で
マ
イ
ナ
ス
33
度
〜
マ

イ
ナ
ス
40
度
に
冷
や
さ
れ
た

上
で
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ

っ
て
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
に
充
填
す
る
。

Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
の
燃
料
と
な
る
水

素
を
補
給
す
る
た
め
の
設
備

で
、
全
国
で
１
６
５
か
所
（
５

年
９
月
末
現
在
）
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
走
行
時
に
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
な
い
Ｆ
Ｃ

Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
向
け
て
は
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現

在
各
所
で
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

充
填
時
間
は
、
乗
用
車
の
場

合
は
約
３
分
間
、
今
回
見
学

し
た
小
型
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ

ク
の
場
合
は
約
10
分
間
と
な

っ
て
お
り
、
短
時
間
で
の
水

素
充
填
に
対
応
し
て
い
る
。

　

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

最
新
機
器
の
導
入
と
主
要
機

器
の
二
重
化
に
よ
り
、
高
い

充
填
能
力
と
稼
働
安
定
性
を

確
保
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
バ
ス

の
場
合
で
、
１
日
あ
た
り
20

台
以
上
の
水
素
充
填
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
通

常
は
定
期
修
理
の
た
め
に
３

〜
４
週
間
の
連
続
休
業
が
必

要
な
と
こ
ろ
、
同
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
２
〜
３
日
間
で
済

む
た
め
、
安
定
し
て
水
素
を

供
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
本
格
的
な
水

素
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
へ
の
第
一

歩
を
支
え
る
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
運
営
を
通
じ
て
、
Ｆ

Ｃ
Ｅ
Ｖ
の
普
及
拡
大
を
支
援

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

図　いすゞ自動車における次世代車両開発の取り組み

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
次
世
代
新
技
術

対
応
小
委
員
会
（
山
口
嘉
彦
委
員
長
）
は

令
和
５
年
11
月
27
日
、
第
５
回
小
委
員
会

お
よ
び
見
学
会
を
開
催
し
た
。

　
見
学
会
で
は
、
東
京
ガ
ス
㈱
が
運
営
す

る
「
豊
洲
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
東
京

都
江
東
区
）
や
、
い
す
ゞ
自
動
車
㈱
と
ト

ヨ
タ
自
動
車
㈱
が
小
型
ト
ラ
ッ
ク
「
エ
ル

フ
」
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
小
型
Ｆ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
（
燃
料
電
池
自
動
車
）
ト
ラ
ッ
ク
を
見

学
。
続
い
て
開
催
し
た
小
委
員
会
で
は
、

い
す
ゞ
自
動
車
に
お
け
る
商
用
車
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
に

関
す
る
講
演
を
実
施
。
参
加
し
た
委
員
た

ち
は
、
見
学
会
や
講
演
を
通
じ
て
、
次
世

代
車
両
で
あ
る
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
や
、
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ

の
普
及
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

3
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
に
向
け
て
開
発
が
進
む
「
次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
」

低
炭
素
化
の
実
現
を
目
指
し
て

低
炭
素
化
の
実
現
を
目
指
し
て

多
様
な
動
力
源
の
車
両
開
発
を
推
進

多
様
な
動
力
源
の
車
両
開
発
を
推
進

1
「
次
世
代
新
技
術
対
応
小
委
員
会
」
の
活
動

事
業
者
に
使
い
や
す
い
技
術
を
求
め

事
業
者
に
使
い
や
す
い
技
術
を
求
め

次
世
代
新
技
術
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る

次
世
代
新
技
術
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る

2
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
の
普
及
拡
大
を
支
え
る
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

短
時
間
で
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
に
充
填
可
能

短
時
間
で
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
に
充
填
可
能

安
定
し
た
水
素
供
給
に
貢
献

安
定
し
た
水
素
供
給
に
貢
献

低炭素化、カーボンニュートラル電動化に向けて多様な動力源の車両開発を推進中

古川　和成
いすゞ 自動車㈱

執行役員

高圧の水素を充填するためのディ
スペンサー2レーンでFCEVに水素を充填できる「豊洲水素ステーション」

車両が到着すると係員がディスペンサーを操作して充填を開始（写真㊨）。小型FCEVトラッ
クでは約10分で水素を充填できる（写真㊧）

「
Ｊ
Ｍ
Ｓ
２
０
２
３
」
で
公
開
さ
れ
た

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ 

Ｆ
Ｕ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

４
年
度
か
ら
福
島
県
で
実
証
走
行
を

行
っ
て
い
る
小
型
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ

第５回「次世代新技術対応小委員会」（令和５年11月27
日、豊洲ベイサイドクロスタワー＋C）

全ト協 次世代新技術対応小委員会が見学会を開催全ト協 次世代新技術対応小委員会が見学会を開催
商用車におけるカーボンニュートラルの実現を目指して商用車におけるカーボンニュートラルの実現を目指して

次
世
代
車
両
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
・
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学

次
世
代
車
両
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
・
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学

新
技
術
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
る

新
技
術
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
る


